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チレンの合成、電解重合によるポリ (3,4-エチレンジオキシチオフェン) [PEDOT] や化学重
合によるポリビチエレンフェニレン  (PBTP) の合成が報告されている。   
  
第  1 章では、ビナフチル基の n,n’ (n = 3, 4, 6) 位に、フェニルシクロヘキシル  (PCH) 基
を有する軸不斉ビナフチル誘導体を合成し、ネマチック液晶およびスメクチック液晶への






第  2 章では、汎用性高分子の中でも主に液  / 液界面で重合されることが知られている
脂肪族ポリアミド  (Nylon) および芳香族ポリフタルアミド  (polyphthalamide) を対象とし
て、液晶  / 液体界面を利用した新しいキラル界面縮合重合法を開発した。液晶層に  N*-LC 
を用いることで、生成するナイロンおよびポリフタルアミドに  N*-LC に由来するらせん
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第  3 章では、液晶とモノマーとの相溶性を考慮し、PCH 基を有するメタクリレートモ
ノマー  (M1) を合成した。また、ポリマーに円偏光特性を付与するため、 強い発光特性の
フルオレン部位を有するメタクリレートモノマー  (M2) を合成した。モノマー  M1 および  
M2、架橋剤、N*-LC を混合し、紫外光を照射してキラル液晶反応場で光架橋重合を行った。
その結果、N*-LC のらせん構造が転写されたヘリカルネットワークポリマーが得られた。
このヘリカルネットワークポリマーは熱的にも安定な円偏光二色性  (CD) および青色の円
偏光発光性  (CPL) を示した。  
 
第  4 章では、ヘリカルネットワークポリマーのモノマーであるメタクリレートのメチル
基の寄与を検証するため、メチル基のないアクリレートモノマーを用いて光架橋重合を行
った。得られたヘリカルネットワークポリマーは、不斉反応場の  N*-LC と同様の指紋状
模様のモルフォロジーを有していた。次に、このヘリカルネットワークポリマーフィルム
をキラルテンプレートとして用いることで、ネマチック液晶  (N-LC) にキラリティを誘起
することができた。これまでに、3 種類の  N-LC に対してキラリティを誘起できることを
確認しており、新規の汎用性キラルテンプレートとしての応用が期待される。  
 
第  5 章では、母液晶となるスメクチック液晶  (PhB) との相溶性を向上させるため、母
液晶と類似の構造をもつ新規のアクリレートモノマーを分子設計し合成した。さらに、フ
ルオレン部位を有するメタクリレートモノマーおよびアクリレートモノマーを合成した。
スメクチック  A (SA) 相およびキラルスメクチック C (SC*) 相を示す液晶温度において、モ
ノマー混合物の光架橋重合を行った。その結果、SA 相と  SC* 相のそれぞれの特異的な模
様形態を有するネットワークポリマーを合成した。SC* 相で合成したネットワークポリマ
ーは、円偏光スペクトルに明確なコットン効果を示した。さらに、SC* 相で合成したポリ
マーフィルムをキラルテンプレートとして用いることで、3 種類の液晶  に対し、SC* 相を
誘起することができた。   
 
第  6 章では、デシル基や液晶基である  PCH 基をマルチウォールナノチューブ(MWNT) 
に導入することで  2 種類の  MWNT を合成した。これらをエタノールまたはネマチック液
晶中で分散させ、分散安定性や相溶性を検証した。エタノール中で分散させた  MWNT は
ともに  3 週間にわたり分散安定性を示した。一方、ネマチック液晶中では、PCH 基を導
入した  MWNT-LC のみ分散安定性を確認できた。また、この MWNT-LC に磁場を印加する

























1. ビナフチル基の n,n’ (n = 3, 4, 6) 位にフェニルシクロヘキシル  (PCH) 基を有する軸不
斉ビナフチル誘導体を合成し、ネマチック液晶およびスメクチック液晶へのキラル転写を
試みた。その結果、6,6’位に  PCH 基を有するドーパントは、ネマチック液晶およびスメ
クチック液晶へのキラル転写に最適のキラル化合物であることを明らかにした。  
 
2. N*-LC / 液体界面を利用した新しいキラル界面縮合重合法を開発し、重合生成物であ
るナイロンおよびポリフタルアミドに  N*-LC に由来するスパイラル形態を付与する
ことを可能とした。さらに、巻き方向やらせんピッチの異なる  N*-LC を用いることで、





二色性  (CD) や青色の円偏光発光性  (CPL) を発現した。  
 
4. ヘリカルネットワークポリマーは、不斉反応場の  N*-LC と同様の指紋状模様のモルフ
ォロジーを有していた。このポリマーフィルムをキラルテンプレートとして用いること
で、ネマチック液晶  (N-LC) にキラリティを誘起した。同テンプレートにより、3 種類の
液晶に対してキラリティが誘起できることを明らかにした。  
 
5．スメクチック  A (SA) 相およびキラルスメクチック  C (SC*) 相を示す温度において、
モノマー混合物の光架橋重合を行った。その結果、SC* 相で合成したネットワークポ
リマーは CD スペクトルに明確なコットン効果を示した。これにより、重合温度により
ネットワークポリマーのキラリティの有無を制御できることを示した。特に、  SC* 相
で合成したポリマーフィルムをキラルテンプレートとして用いることで、3 種類の液晶  







また、平成 27 年 2 月 21 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行い、申請
者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第 14条第 2項に該当するものと判断し、公表に際しては、当
該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
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